
 

 

◆令和３年度新型コロナウイルス感染症対策に係る対応について 

◇経過及び措置 

 ①９月１０日（金）「新型コロナウイルス感染症対策本部会議」（以下「本部会議」とい 

う。）（７月３０日以降の国の緊急事態宣言再延長に伴う埼玉県緊急事態措置等の要請 

再延長要請実施に伴う対応） 

  期間：令和３年８月２日（月）～９月３０日（木）まで 

・夜間区分の利用停止 ・期間中の新規受付を停止 

・市主催のイベント等は、原則中止又は延期 ただし、この期間に実施する必要が 

あり、やむを得ず開催する場合は、感染防止対策を講じる（午後９時まで） 

②９月２９日（水）本部会議（９月３０日国の緊急事態宣言解除に伴う対応） 

  期間：令和３年１０月１日（金）～１０月２４日（日）まで 

・夜間区分の利用再開（午後９時以降の活動自粛） ・新規受付の再開 

・市主催のイベント等は、感染防止対策を十分に行えるものについては、実施を再開 

 ③１０月２２日（金）本部会議（埼玉県の段階的緩和措置等の終了に伴う対応） 

  期間：令和３年１０月２５日（月）から 

・夜間区分の利用再開（午後９時以降の活動自粛の解除） 

 ・制限付きで飲食可 

 

◆「新しい生活様式」での事業展開及び施設維持管理について 

◇事業展開について 

 水谷東公民館では、初期の新型コロナウイルス感染症への対応そして変異型ウイル 

スへの対応など、その時々の状況により国及び県の要請による市本部会議の決定により 

事業の中止、延期、制限付での開催ということでこれまで対応してきました。 

 公民館は集客施設ですが、目に見えないウイルスへの感染予防対策で最も有効なのが、 

人と会わないということであり、結果としてこの間多くの事業を中止してきました。 

 そうしたことから今後、「新しい生活様式」の下では、できる限りＩＣＴを活用した事

業を開催していきたいと考えています。具体的には、既に始めている生涯学習活動等の

動画配信やオンラインでの事業開催を検討しています。それは、動画配信はいつでもス

マホ等の端末機で見ることができ、オンライン事業は、繋がればどこからでもパソコン

等で参加できることになり、このことが常態化すれば、ウイルス感染症の発生等、社会

状況の変化に対応できる事業開催が可能になると考えているからです。 

公民館のデジタル化は、幅広い視点で公民館事業を推進していくうえで大きなメリッ 

トがあると考えています。 

 

◇施設維持管理について 

  「新しい生活様式」を実践していくうえで、水谷東公民館での施設維持管理上の対策 

は、次のとおりです。 

 ・消毒液の設置（スタンド式自動手指消毒器 ２台追加設置） 

・手洗い場の自動水栓化 ・検温器の具備 ・パーテーションの具備 

・利用者の把握（名簿の提出）  
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